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道
元
は

、

『

正

法
眼
蔵
』

「

安
居
」

に

よ

れ

ば
、

宋
代
撰

述
の

『

禅

苑

清
規
』

に

基
づ

い

て

「

護
持
正

法
土

地

龍
神
」

を
祀
り

、

土

地

堂

念

誦

を
行
っ

て

い

る
。

ま
た
、

天

童
山
や

径
山
で

も
「

太
白
龍
王
」

「

広
沢
龍

王
」

と

い

う

龍
神
が

祭
祀
さ
れ

て

い

た
こ

と

が

既
に

先
学

に

よ

り
指
摘

さ
れ

て

い

る
。

土

地

神
た

る

龍
神
が

伽
藍

神
と

し
て

の

役
割
も
果

た

し

て

い

た

例

で

あ
ろ

う
。

そ
の

後
、

永
平

寺
二

代

懐
奘
の

指
示
に

よ

り、

日
宋
諸
禅
林
を
視

察
し

た

義
介
は

永
平
寺
に

三

尊
仏

、

祖
師
三

尊
、

土

地
五

躯
を
祀
っ

た
と
い

う
。

永
平
寺
仏

殿
内
右
に

あ
る

土

地
堂
に
は

二

体
の

土

地
伽
藍
神
が

現
在
も
祀
ら

れ

て

い

る
。

一

体
は

、

大

権
修
利

菩

薩
で

あ
る

。

も

う
一

体
は

、

像
容
か

ら

す
れ

ば
、

近

世
に

黄

檗
の

影
響

も
あ
り
作
成
さ
れ

た

華
光
大
帝
像
で

あ
る

が
、

華
光
大
帝
を
祀
っ

て

い

　
　

　
　
　
　

　
　
　（
1

）

る

意
識
は

永
平

寺
に

無
い

。

意
識
と

し
て

は
「

土

地
伽
藍

神
」

で

あ
り

、

具
体
的
に

は

「

龍
天
護
法
大
善
神

、

大
権
修
理

菩
薩
」

の

二

体
で

あ
る

と
い

う
（

『

祖

山

行
法
指
南
』

）

。

な
ぜ

華
光
大

帝
が

安

置
さ

れ

て

い

る

の

か
。

重
要
な

の

は

具

体
的
な
「

華
光
」

と

い

う
神
格
で

は

な

く
、

そ

れ

が
明
に

お
い

て
一

般
的
な

土
地
神
・

伽
藍
神
だ
っ

た
こ

と

で

あ
る

。

そ

印
度
學
佛
敘
學
研
究
第
六
十
二

巻
第
二

号
　
平
成
二

十
六

年
三

月

れ

以
前
の

土
地

龍
神
祭
祀
を

引
き
継
い

で

の

華
光
大
帝
安
置
で

は

な
い

か
と

考
え
た

い
。

華
光
大
帝

像
の

前
に

は

円
月
江
寂
に

よ

り
、

「

仏
勅

護
持
護
法
伽
藍
善
神
王
」

と
の

牌
が

置
か
れ

て
い

る
。

「

護
法
善
神
」

程

度
の

意
味
で

あ
る
こ

の

像
名
は

重
要
で

あ
る

。

道
元
が

祀
る

「

護
持
正

法
土
地
龍
神
」

あ
る
い

は

『

瑩
山
清
規
』

所
収
の

回
向
文
に

あ
る

「

護

持
正

法
土
地
竜

神
」

「

当
山
竜
王
」

な
ど

の

龍
神
が

曹
洞

宗
の

伽
藍
神
祭

祀
の

理
念
的
基

底
に

あ

る

の

は

疑
い

な

く、

義
介
の

五

体
の

伽
藍
神
像

の

中
に

も
存
在
し

た

と

推

測
さ

れ
、

さ

ら

に

江
戸

期
に

華
光
大
帝
が

安

置
さ
れ

た

も
の

の
、

現

在
の

行
持
の

回

向
に

お
い

て

も
あ

く
ま

で

意

識

は

そ
れ

以

前
の

、

単
な

る

土
地

神
・

龍
神
で

あ
る

。

な

お

中

世
よ

り
回

向
文
と

作
像
が

対
応

す
る

事
例
と

し

て

東
福
寺
が

あ
り

、

そ
の

草
創

よ

り
仏

殿
に

は

四
天
王
・

十

八

天

像
が

祭
祀
さ

れ

（
「

沙
弥

行
恵
家
領
処

分

状
案
」

）

、

「

慧
山

古
規
』

所
収
の

回

向
文
と

、

伽

藍

安
置
の

神
像
の

双

方

で

祭
祀
さ

れ
て

い

た

と

み

ら
れ

る
。

東
福
寺
は

そ
も
そ

も
禅
密

併
修
の

寺
院
と

し

て

創
始
さ
れ

、

「

東
福

寺
」

と

い

う
名
に

象
徴
さ

れ

る

よ

う

に

東
大
寺
・

興
福
寺
を
は

じ

め

と

す
る

先
行
の

京
都
・

奈
良

周
辺
の

顕

一

九
五
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申
世
禅
宗
の

土

地
伽
藍
神
に
つ

い

て

（
広

　
瀬）

密
寺
院
に

神
仏
の

祭
祀
も

寄
り
添
っ

た

と

み

え
、

道
教
神
を

主

と

し

て

祭
祀
す

る

後

述
の

建
長

寺
等
の

禅
林
と

は

異
な
っ

た

造

像
が

み

ら

れ

る
。

当
然
で

あ
る

が
、

如

何
な
る

神
を

祀
る

か

に

も
禅
僧
の

個
性
あ
る

い

は
期

待
さ

れ
る

寺
院
の

性

格
が

表
れ

よ

う
。

さ
て

、

同

じ

く
鎌
倉
期

よ

り

存
在

す
る

禅
林
の
一

つ
、

鎌
倉
建
長
寺
の

現
存
五

体
の

伽
藍
神
に

つ

い

て

述
べ

る
。

こ

の

五

神
は

作
像
年
代
は

古
い

が
、

い

つ

か

ら

建
長

寺
に
祭
祀
さ
れ
て

い

る

も
の

な
の

か

は

定
か

で

な
く

、

ま

た

そ

の

神
名

も
謎
が

多
い

。

建
長
寺
を
開
創
し
た

蘭
渓
道
隆
は

、

『

蘭
渓
和
尚
語
録
』

「

歳
旦

上

堂
」

に
、

伊
勢
・

祠
山

等
の

神
を

護
法

神
と

し

て

挙
げ
て

い

る
。

祠
山
（
張
）

大
帝
は

中
国
の

土

地
神
で

あ
る

。

蘭
渓
と

祠
山
と

が

中
国
に

お
い

て

深
い

関
わ

り
が

あ
り

建
長
寺
に

祭
祀
し
た

と

す
る

説
話

は
、

既
に

『

蘭
渓

和
尚
行
状
』

等
に

見
え

、

蘭
渓
が
祠
山

を

も
た

ら

し

た

と
み
て

よ
い

。

ま
た

建
仁
寺
（
建
寧
寺）

に

お

け
る

入

院

法
語
に

は
、

南
泉
と
土
地
神
の

逸
話
が

み

ら

れ
る

が
、

い

か

な
る
神
を

祭
祀
し
た

か

に
つ

い

て

は

言
及

し

て
い

な
い

が
、

お
そ
ら

く
建
長
寺
と

同
様
に

祠
山

を

祭
祀
し
た
で

あ
ろ

う
（
『

蘭
渓
和

尚

語
録
』

）

。

し

か

し
、

祠
山

以

外
の

伽
藍

神
も

祭
祀

し

た

か

は

不
明
で

あ
る

。

ま
た

竺
仙
梵
僊
の

建
長
寺
入

院

法
語
に

は
、

「

土

地
。

祠

山

張
大
帝

。

天

下

鬼
神

爺
」

と

あ

り
、

祠

山
の

名
し
か

挙
げ
ら

れ

て

い

な
い

（

『

竺

仙
和
尚
語
録
』

）
。

天

文
二

十
年

（

一

五

五
一
）

に

建
長

寺
を

訪
ね
た

僧
智
旺
に

よ

れ
ば
「

本

尊
千
体
地

蔵
、

大
磬

在
レ

之
。

土

地
堂

張
大
帝
、

威

風
凜
烈

、

眼
光

射
人

。

其

鬚
ハ

唐

ヨ

リ

大

覚
袖
レ

之

来
而

付
レ

之
」

と
い

う
（

『

明
叔
録
』

『

妙
心
寺
派
語
録
』

一

九

六

巻
二
）

。

こ

の

こ

と

か
ら

、

鬚
に

植
毛

跡
の

あ
る

通

称
−

号
像
が

建
長

寺
の

仏
殿
兼

法
堂
で

安
置
さ

れ
て

い

た

祠
山

像
と

な

る
。

祠
山
し

か

言

及

さ

れ

て
い

な
い

の

で
、

他
に

神
像
が

安
置
さ

れ

る

の

は
、

先
行
研
究

の

指
摘
通
り

、

こ

の

後
に

、

他
所
か

ら

移

管
さ

れ

た

仏

像
と

混
合
し

て

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
2

）

後
、

さ

ら
に

年
代
が

降
る

可

能
性
が

あ

る
。

し

か

し
、

複
数
神
祭
祀
で

あ
っ

て

も
「

鬚
」

が

特
徴
と

な
っ

て

祠
山

の

見
分
け
が

付
い

た
と

も
考

え
ら

れ

る
。

た
だ

、

他

寺
に

お
い

て

も
祠
山

の

み

に

言
及
さ

れ

る
こ

と

が

多
く

、

戦

国
期

、

大

休
宗
休
は

、

駿
州
臨
済
寺
が
「

張
大
帝
」

（

祠

山
）

を

祀
り

（

『

見
桃
録
』

）

、

ま

た

江
戸

初

期、

以
心

崇
伝
は

金
地

院
に

て
、

自
ら
の

位
牌
の

「

祠

山

同

前
」

の

祭
祀
を

遺
言
し

て

お

り
、

祠
山
一

体

の

み

の

名
を
も
っ

て

土

地
堂
を
指
し
て

い

る

（

『

御
遺
言
之

覚
』

∀
。

ま

た

『

建
長
寺
史

末
寺
編
』

に

は
、

建
長
寺
派
諸

寺
の

江

戸
期
の

什
物
書
上

が

載
っ

て

い

る

が
、

「

大
権
」

ば

か

り
の

名
が

あ
り

、

さ

ら

に

伽
藍

神

を

祭
祀
し
な
い

寺
も
み

ら
れ

る
。

こ

れ

ら
の

寺
院
の

よ

う
に

、

建
長

寺

で

も
中
世
は
一

像
の

み
の

祭
祀
で

あ
っ

た

可

能
性
も
あ
る

。

し

か

し
一

方
で

、

鎌
倉
期
よ

り
既
に

寿
福
寺
等
に

お
い

て

土

地

堂
へ

の

複
数
の

伽

藍
神
像
祭
祀
が

あ
っ

た

こ

と

も
事
実
で

あ

る
。

鎌
倉
期
の

来
朝
僧、

大

休
正

念
は

、

寿
福
寺
に

お

い

て
、

摩
訶
修

利
、

白
山

、

祠
山
が

土

地

神

で

あ
る

と

述
べ

る
。

先
行
研
究
に

よ

れ

ば

摩

訶
修
利
は

大
権
修
理

で

あ

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（

3）

り
、

白
山
は

中
国
天

童

寺
の

太

白
山
の

神
で

は

な
い

か

と
さ
れ

て
い

る
。

ま
た

、

正
念
の

弟
子

、

秋
澗
道
泉
（

1
一

三
二

三
）

に

は
、

「

龍
峰
庵
」

（

現

建
長
寺
塔
頭、

龍
峰
院
か
）

に

釈
迦
像
を

安
置
し

た

際
の

法
語
と

、

そ

れ

一 724一
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に

続
き

諸
像
安
置
の

法
語
が

あ

る
。

引
き

続
き
龍
峰
庵
に

お
い

て

か
別

所
で

か

は

不
明
だ

が
、

「

大
帝
安
座
」

と

題
し
、

「

恭
惟、

祠

山
聖
烈
大

帝
（

中
略
）

。

且

道
、

居
是

第
幾

位
。

良
久
云

、

低
声
々

々
、

墻
壁

有

レ

耳
」

と

あ

り
、

続
い

て

「

土

地
堂

〈

五

所
〉

」

と

題
し

、

「

本
州
有
又

　
　

　
　
　

　
　
　
お　

他
州

有
。

五

位
正

偏
示

変
通
」

と

あ
る
（

『

秋
澗

泉
和
尚
語
録
』

）
。

両

語

が
と

も
に

「

位
」

を
問
題
に

し

て

お

り
、

本
州
と

他
州
の

譬
え
も

、

祠

山
を

本
州

、

他
の

土
地
神
を

他
州
と

し

て

い

る

と

す
れ

ば

両

者
が
関
連

し
て

お

り
、

同

所
の

も
の

と

し

て

よ
い

か
。

祠
山
が

中
心

的

存
在
で

あ

り
つ

つ

も
、

牌
を
立
て

複
数
の

土

地

神
を

祭
祀
し
て

お

り
、

建
長
寺
に

も
同

様
の

祭
祀

が

あ
っ

た

と

し

て

も

不
思

議
は

な
い

。

ま
た

、

『

建
長

寺
諸
回
向
並
疏
冊

子
』

所
収
の

中
世
の

回
向
・

疏
に

は

諸
神
名
が
み

え

る
。

同

書
に

正

和
五

年
（

；
＝

六
）

の

「

仏
殿
立

柱
疏
」

が

収
録
さ

れ
て

お

り
、

「

本
寺
護
法
祠
山

正
順
−

大
帝

、

阿

育
王

山
仏
伽
真
身
護
法

王

大

権

修

利

菩
薩

、

1

殿

下

李
王
二

太
尉、

丁

壬
二

使

者
、

合

堂

真

宰
」

と

あ

り、

祠
山

が

本
寺
護
法
神
と

さ

れ
つ

つ

も
、

大
権
修
利

、

祠

山
の

眷
属
神
等
も

儀
礼
に

勧
請
さ
れ
て

い

た
。

「
−
−

」

に

よ

る

省
略
部
分

を

推
察
す
る
必

要
が

あ
る

が
、

同
書
「

土

地

堂
」

回

向
に

、

「

大

宋
国

護
法
祠
山

正

順
昭
顕
威
徳
聖
烈
大
帝

、

大

権
修

利
菩
薩

、

伽
藍

土

地

護

法
冥
王

、

掌
簿
判
官

、

感
応

使
者

、

日

本
国

伊

勢
大
神
宮
…

中
略
…

護

伽
藍

神
合

堂
真
宰
」

と
あ

り
、

「

修
正

会
満
散
疏
」

に
、

「

当
山

土

地

護

法
祠
山

正

順
昭
顕

威
徳
聖
烈
大
帝

、

仏
伽
真

身
護
法
王

西
天

普
現
大
権

修
利
菩
薩

、

伽
藍

土

地

護
法
冥
王

、

掌
簿
判
官

、

感
応
使
者、

殿
下

李

中
世

禅
宗
の

土
地
伽
藍
神
に

つ

い

て

（

広
　
瀬
）

王
二

太
尉

、

丁

壬
二

使
者

、

年
月
日

時
奏
事
童
子

、

直
符
使
者
」

と

あ

り
、

こ

れ

ら

の

神

が

該
当
し
よ

う
。

つ

ま
り

、

回
向
か

ら

す
る

と
必

ず

し

も
中
世
に

も

祠

山
の

み
の

祭
祀
で

あ
っ

た

と

断
定
で

き
ず
複
数
の

神

が

挙
げ
ら

れ

る
。

中

世
か
ら

建
長
寺
に

複
数
神
が

祭
祀
さ

れ

て

い

た

と

す
る

な
ら

ば
、

祠

山
の

眷
属
神
た

る

 
祠
山
 
 
李
王
二

大
尉
 
 
丁

壬
二

使
者
の

五

像
の

パ

タ

ー

ン

も
あ
り
え
る

が
、

両

者
に

共
通
し
て

勧

請
さ

れ

て

い

る

 
祠
山
 
大
権
修
理
菩
薩
 
伽
藍
土

地

護
法
冥
王

 
掌

簿
判
官
 
感
応
使
者
の

神
が

祭
祀
さ
れ

て

い

た

可
能
性
が

高
く、

ま

た

像
容
か

ら

も
後
者
か

。

た

だ

し
、

建
長
寺
と

同
系
統
の

神
名
を

挙
げ
る

回

向
文
は

、

南
禅
寺
・

円
覚
寺
を

は

じ

め

各
地
の

臨

済
宗
寺
院
に

伝
播

し

て

お

り
、

『

諸
回

向

清
規

式
』

（
一

五

六

六

成
立
）

に

も
、

京
都
周

辺

と

推
測
さ

れ
る

寺
院
の

土

地
堂
回
向
が

載
り

「

本
寺
護
法
祠
山
正

順

昭

顕
威
徳
聖

列
大
帝

、

大
権

修
理
菩

薩、

土

地

護

法
冥

王
、

掌
薄
判

官
、

感
応

使
者
」

が

祭
祀
さ
れ

、

祭
祀
の

像
に

は

寺
院
に

よ

り
異
同
が

あ
る

が
、

こ

れ

ら

が

理
念
上

で

は
い

わ

ば

伽
藍
神
祭
祀
の

基

本
パ

タ

ー
ン

と

な
っ

て

い

た
こ

と

が

わ

か

り
留
意
が
必
要
で

あ
る

。

『

南
禅
寺
諸
回
向
』

は

「

伽
藍
土
地

護
法
冥
王
」

と

表
記

す
る
一

方
、

「

伽
藍
土

地
護
法

明

王
」

と
も
し

、

南
禅
寺
の

伽
藍
神
は

、

祠
山

大
帝
・

大
権
修
理
・

護

法

明
王
と

伝
わ
る

。

妙
心
寺
で
も

戦
国
期
に
は

、

漢

詩
・

禅
に

通
じ
た

「

東

坡
居
士
」

と
「

護
法
明
王
」

が
土
地
堂
に

祭
祀
さ
れ
て

い

た
（

『

見
桃
録
』

「

妙
心
寺
入

院
法
語
」

）

。

「

明
王
」

と

「

冥
王
」

は

類
似
し

、

「

護
法
明
王
」

の

ほ

う
が
一

般
的

で

あ

る

た
め

、

実
際
に

明

王
の

祭
祀
と

結
び

つ

く
場

一

九

七
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中
世

禅
宗
の

土
地

伽
藍

神
に

つ

い

て

（
広

　
瀬
）

合
も
考
え
ら

れ
、

冥

王
・

明
王
の

ど

ち
ら

が

元
で

あ

る

か

を

断
定
す
る

の

は

難
し
い

。

し

か

し

建
長

寺
で

冥
王

と

伝
え

、

禅

林
に

道
教
風
の

神

像
が

多
く
祭
祀
さ

れ

る
こ

と

を
重
視
す
れ

ば
、

冥
王
の

表
記
も

間
違
い

で

は

な
い

だ

ろ

う
。

龍
神
（

龍
王
）

で

は

な

く

冥
王

と

表
現
す
る

理

由

は
、

道
教
で

泰
山
府
君
や

冥

王
な
ど

が

祭
祀
さ

れ

た
こ

と

に

由
来
す
る

か
。

『

建
長

寺
諸
回

向
並

疏
冊

子
』

所
収
の

、

鎌
倉
期
の

「

仏
殿
供

養

疏
」

に

「

下

界
地
蔵
能
仁

、

郵
都
大
帝

、

閻
羅
天

子

十

殿
冥

王
」

以

下

の

地

蔵
と

習
合
し
た

道
教
神
へ

の

回

向
が

な

さ

れ
、

建
長

寺
本
尊
地

蔵

11

冥
王

と

の

観
念
も
う
か

が

え
る

。

も

し

冥
王

が

建
長

寺
の

伽
藍

神
像

に

該
当
し

な
い

と

し

て

も
、

広
く
臨

済
寺
院
の

回

向
に

お
い

て

祭
祀
さ

れ
て

い

た

「

土

地

護
法
冥
王
」

と
い

う
存

在
に

つ

い

て

考
え
る

価
値
は

あ
ろ

う
。

冥

王

は
、

唐
宋
で

も

特
定
の

土
地
に

祭
祀
さ
れ
た

神
と
い

う

よ

り
、

ど
こ

に

で

も

祀
ら

れ

う
る

神

で

あ
っ

た

ろ

う
。

ま
た

、

正
念
が

「

白
山
」

と

認
識

し

た

神
も

、

宋
代
土
地
神
一

般
に

み

ら

れ

る

姿
容
で

あ
っ

た

だ
ろ

う
か
ら

、

太
白
山
の

龍

神
だ
っ

た

か

ど

う
か

は

実
の

と
こ

ろ

定
か
で

は

無
か

ろ

う
。

む

し
ろ

永
平
寺
と

同
様

、

い

わ

ば

宋
代
一

般

に

広
く
祭
祀
さ

れ

た

龍
神
や

冥
王

な

ど

の

民
聞

信
仰
の

土

地

神
を

禅
林

が
採
取
し

護
法
神
と

し

た

も
の

で

あ
っ

た

と
す
れ
ば

、

鎌
倉
以

降
、

臨

済

寺
院
や

曹
洞

寺

院
に

お
い

て

も
、

特
徴
的
な

像
容
や

神

名
を

有
さ

ず
、

あ
る

い

は

天

童

山
の

「

太
白
龍
王
」

等
の

よ

う
に

固

有

名
を
有
す

る

も

本
質
的

に

は

如

何
な
る

土

地
に

も
祀
ら
れ

う
る

龍

神
の

よ

う
な
、

つ

ま

り
宋
代
一

般
の

土
地

神
の

神
格
・

像
容
を

持
つ

神
々

が

回
向
・

神

一

九
八

像
双
方
で

導
入

さ

れ

て

い

て

も
不

思
議
で

は

な
い

。

招
宝
七

郎
な
ど
の

個
性
的
な

像
容

の

伽
藍

神
の

祭
祀
が

注
目

さ

れ

が

ち
で

あ
っ

た

が
、

龍

神
な
ど
一

般
の

道

教
神
も
日

本
に

流
入
し

て

き
て
い

た

と

考
え

る
。

二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（

4）

階

堂
氏
も
太
白
龍
王

が

祭
祀

さ
れ

た

可
能
性
を
指
摘
し

て

い

る
。

そ

れ

で

は

こ

う
し

た

没
個
性
的
な
龍
神
な

ど

の

土

地
伽
藍

神
像
は

現

在
ど

こ

に
い

っ

た

の

か
。

た

と

え
ば

寿
福
寺
の

伽
藍
神
像
の

像
名
の

中

に

そ
の

名
を

残
さ

な
い

よ

う
に

、

祠
山
な

ど

と

混
合
さ

れ
つ

つ

祭
祀
さ

れ
て

い

る

の

で

は

な
い

か
。

曹
洞
宗
に

も
、

江

戸
期
の

も
の

だ

が

招
宝

七

郎
の

形
を
取
ら

な
い

把
尺
の

神
像
を

祭
祀

す
る

三

重

仏
光
寺
も
あ
り

、

そ

う

し
た

寺
院
に

そ

の

姿
を
留
め

て

い

る

可

能
性
も

あ
る

。

1
　
浅
見
龍
介
「

《

調
査
報
告
》

永
平

寺
の

中
世
彫
刻
」

（

『

MUSEUM

』

六
二

九

号
、

二

〇
一

〇
）

。

　
　
　
2
　
田

中
知
佐
子
「

建
長
寺
伽
藍
神
像

を
め

ぐ
る
一

考
察

　
　
中
国
風
伽
藍

神
像
の

系
譜
か
ら

　
　
」

（

『

佛
教

藝
術
』

三

〇
一

号、

二

〇

〇

八
）

。

　

　
　

3
　
二

階
堂

善
弘
「

海
を
越
え

る

伽

藍

神

　

　
日

中
五

山
の

伽

藍

神
の

比

定
　

　
」

（
『

関
西
大
学
東
西

学
術
研

究
所

紀
要
』

第
四
五

輯、

二

〇
一

二
）

。

　
　
　

4
　
二

階
堂

氏

前
掲
論
文

。

〈

キ
ー

ワ

ー

ド
〉

　

龍
神

、

土
地

神、

冥
王

（
駒
澤
大

学
大

学
院
）
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